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日
本
締
業
催
宜
期
由
貿
易
政
策

係
五
十
四
巻

'七
回

= 

一

第一一一焼

Z奇

実7

i 也

日
本
綿
業
確
立
期
の
貿
易
政
策

松

井

情

綿
業
に
於
け
る
目
本
的
生
産
保
件
と
日
本
型
貿
易
政
策

• 

安
政
開
園
以
来
漸
増
す
る
外
国
製
綿
糸
布
の
流
入
に
抗
し
て
わ
が
図
の

M

画
局
者
が
如
何
な
る
政
策
を
以
て
臨
ま
ね
ば
左
ら
左
か
っ

た
か
、
叡
智
に
満
ち
完
封
建
領
主
で
あ
っ
た
陵
摩
の
島
諸
費
彬
白
資
本
主
斗
審
問
洋
式
紡
績
業
移
植
の
試
み
、
そ
れ
を
原
型
と
し
た
明

治
維
新
政
府
の
更
に
庚
い
全
園
的
規
模
に
於
貯
る
殖
産
政
策
の
意
義
に
つ
い
て
は
此
所
で
は
遁
べ
な
い
こ
と
に
す
る
。

E

L
で
は
沓

生
産
土
壌
忙
立
脚
す
る
内
地
棉
作
を
そ
の
ま
L
維
持
し
、
そ
れ
と
洋
式
紡
績
業
と
を
直
接
に
結
び
附
け
ゃ
う
と
七
た
早
期
の
金
が
そ

の
歴
史
的
役
割
を
終
へ
て
漸
〈
整
理
期
に
入
り
、
大
量
友
原
棉
輪
人
目
展
監
と
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
民
替
対
績
業
確
立
の
見
透
し
が

得
ら
れ
た
段
階
が
取
扱
は
れ
る
。
印
明
治
十
四
年
の
深
刻
な
沈
静
期
を
柑
時
期
と
す
る
官
管
工
場
の
民
間
排
下
げ
、
そ
れ
と
併
行
し
で

行
は
れ
た
明
治
二
十
年
以
後
白
民
営
工
揚
白
相
弐
ぐ
設
立
の
時
期
、
更
ら
に
言
葉
を
換
へ
て
一
言
へ
ば
、
上
か
ら
の
産
業
革
命
と
下
か

ら
む
そ
れ
が
漸
〈
歩
み
寄
り
、
日
本
的
左
産
業
資
本
確
立
白
行
は
れ
た
時
期
が
己
主
で
の
問
題
で
あ
る
。
而
も
従
朱
極
め
て
多
〈
の

優
点
た
先
皐
た
ち
に
よ
う
で
取
扱
は
れ
た
と
曲
問
題
同
町
、
最
早
モ
白
ま
ミ
白
形
を
以
℃
し
て
は
問
題
と
し
て
成
り
立
ち
能
は
左
い
で

服部之組、信央清三郎z明惜染織輯済史 昭和十て年完且
名和統一 日本紡績業 ξ原棉問題軒究昭和十二年九且
三瓶幸子.日本綿業霊童撞史、昭和十六年十月 、



あ
ら
う
。
私
の
己
aa
で
の
取
扱
ひ
が
幾
分
か
で
も
新
味
を
主
張
し
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
的
生
産
保
件
h
ら
出
費
し
つ
弘
、

貿
易
政
策
の
日
本
型
を
明
ら
か

K
す
る
と
一
言
ム
描
に
存
す
る
。
他
国
に
先
ん
じ
て
産
業
革
命
を
途
行
し
、
完
全
に
近
代
化
し
た
大
土

地
所
有
を
基
抵
と
す
る
英
園
経
消
の
自
由
貿
易
型
、
ユ

Y

カ
1
的
土
地
所
有
を
完
金
に
排
除
す
る
い
と
主
主
持
た
や
、
庚
侃
友
保
護

政
策
の
下
に
ユ
ン
カ
1
的
土
地
所
有
量
基
祇
と
し
て
近
代
産
業
D
確
立
が
行
は
れ
、
而
も
確
立
と
同
時
に
圏
内
巾
揚
の
狭
障
の
故
の

濁
占
化
が
行
は
れ
た
後
進
国
調
詣
の
保
護
貿
易
弘
、
そ
れ
ら
に
謝
し
て
日
本
貿
易
政
策
は
如
何
な
る
意
味
主
持
っ
て
ゐ
る
か
、
主
た

る
わ
れ
わ
れ
の
闘
心
は
そ
己
に
置
か
れ
6
0

奮
生
産
土
壌
に
立
脚
す
る
内
地
棉
作
を
そ
の
ま
a
h
k
近
代
紡
絞
業
と
結
合
じ
ゃ
う
と
す
る
試
み
は
矢
敗
し
た
け
れ

E
丸
、
葎
生
産

土
壊
白
持
っ
た
日
本
的
特
殊
性
は
、
農
村
を
地
盤
と
す
る
紡
績
拡
声
働
力
の
持
つ
特
質
白
う
ち
に
・
新
注
る
装
ひ
を
と
ら
し
て
自
己
を

保
存
1

荘
。
そ
し
て
そ
れ
は
低
昔
第
働
賃
銀
の
う
ち
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
た
白
で
あ
る
。
と
の
低
き
弊
働
賃
銀
が
外
聞
か
ら
移
植

さ
れ
た
最
新
の
技
術
と
結
合
し
た
と
き
乙
モ
b
が
園
綿
業
の
確
立
θ
時
期
で
あ
っ
た
。
明
治
斗
六
年
以
降
わ
が
園
へ
輸
入
せ
ら
れ
た

紡
績
機
織
布
機
並
び
に
汽
錯
汽
機
の
統
計
を
示
せ
ば
弐
白
如
し
。

年

失

明

惜

十

大

年

タ

十

七

年

少

十

八

年

少

十

九

年

A
F

二

十

年

少

二

十

一

年

ク
、
二
十
二
年

布

機
五
八
一

六
六
ニ
玉
入

四
八
四
=
一

椴

紡

績

横

三
一
凹

O
四

七
一
一
一
六

一
五
一
一
五
三

四
四
七
丸
二
。

一
-
一
四
九
七
三

一一

O
九
八
九
四

凡
七

O
五
三
一

=一

O
八
五
九

一
九
七
二
一

O
四

一
回
五
卓
一

O
一

日
本
棉
業
確
立
期
白
貿
易
政
策

出
円
鍵
又
病
棟

日
本
紡
績
業
民
於
け
る
低
弊
銀
を
表
現
す

る
資
料
と
し
て
屡
々
引
用
さ
れ
る
数
字
を
掲

げ
や
う
。
そ
れ
は
紡
績
聯
合
舎
褒
行
『
紡
織

月
報
』
に
掲
げ
ら
れ
、
後
に
『
棉
花
輸
入
綿

糸
輪
出
関
税
発
除
請
願
理
由
書
』
中
に
牧
め

四
回
二
五
=
一

七
八
五
占
一

六
七
三
凡
A

一
三
九
三
七
五

三
五

O
九
九
一
一

六
三
二
八
八
ニ

(園以下切捨〉

ら
一
れ
売
も
の
で
あ
る
。
首
時
に
於
サ
る
主
た

第
五
十
四
巻

一

空事

蹴

ー甘
五

易政策思想典、昭和十六年九月参照
。いでは絹川雲暗，本邦締締結績奥金五巻参照
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日
本
細
業
擁
立
期
由
貿
晶
政
策

第

観

七
円

第
五
十
回
毎

= 

四

る
競
宰
相
手
闘
が
印
度
で
あ
っ
た
た
め
、
生
粛
費
四
比
較
は
白
本
と
印
度
と
の
聞
に
綿
糸
百
斤
に
つ
い
て
行
は
れ
ー
て
ゐ
る
。

工

ハ、至孟 孝王

~O鋪J.t
七七山

九六要
一五具 f

圭鐘費

四一龍包
O 七組装
去二回費荷

か
ミ
旬
。
敷
字
主
事
げ
た
後
で
紡

措
雑
費

四
五
4
-

四
回
・
=

金

印日

度本

主L=主
- 歪五四

国

九五 E

利

E
C
P
 

四
五
・
五

計

晴
雄

三

O
大
・
四

四
五
八
・
七

合

織
月
報
は
吠
の
十
う
友
説
明
を
加

「
此
表
K
示
す
が
如

へ
で
ゐ
る
。

〈
、
本
邦
の
工
費
は
、
彼
れ
よ
り
低
廉
怠
る
が
如
し
と
雌
も
、
彼
英
国
・
印
度
の
如
き
は
、
規
模
庚
犬
、
資
本
鶴
裕
、
金
利
低
康
、

管
理
者
職
L
の
熟
練
、
共
他
取
引
敏
活
在
る
利
あ
り
、
加
之
原
料
綿
花
白
隠
償
、
低
廉
に
し
て
旦
つ
撰
類
の
便
利
な
る
、
文
粗
悪
D

棉
花
を
以
疋
、
能
〈
良
糸
を
製
遣
す
る
等
、
到
底
、
我
紡
綾
業
の
企
及
し
得
ざ
る
所
と
す
、
故
に
、
前
記
工
費
低
廉
の
一
事
を
以
て

決
し
て
安
十
べ
か
ら
示
、
是
に
因
て
之
を
硯
る
も
、
原
料
棉
花
輪
λ
税
白
禿
除
は
、
職
人
糸
防
逼
早
開
墜
に
し
て
、
此
税
の
尭
除
を

得
ば
、
1

我
綿
糸
白
債
格
は
、
直
ち
に
彼
よ
り
低
廉
左
る
を
得
べ
し
と
雌
も
、
若
し
夫
れ
然
ら
宇
、
此
輸
入
税
忙
し
て
、
克
除
す
る
と

と
無
ん
ば
、
我
紡
組
問
業
如
何
に
技
術
商
略
を
上
進
せ
し
む
る
も
、
終
に
彼
れ
k
競
争
し
得
引
か
ら
ぎ
る
時
機
の
屡
々
到
来
す
る
を
免

れ
ぎ
ら
ん
と
す
、
是
れ
、
我
紡
護
者
が
、
誠
心
貴
意
、
原
料
綿
花
輸
入
税
の
売
除
を
望
む
所
以
友
む
低
弊
銀
は

b
が
閲
紡
績
業

最
大
白
武
器
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
圏
内
市
場
に
於
て
印
度
紡
績
占
角
逐
す
る
た
め
に
は
、
費
本
蓄
積
白
不
足
H
金
利
白
高
位
、
及

び
と
り
わ
け
原
棉
の
高
慣
に
悩
ま
法
け
れ
ば
左
ら
左
か
っ
た
b

L

L

掲
統
計
敢
字
は
綿
糸
一
車
位
営
り
に
含
ま
れ
た
勢
銀
白
比
較
を
示

す
も
白
で
あ
る
が
、
聯
合
紡
績
月
報
第
十
四
競
忙
掲
げ
ら
れ
た
『
日
本
印
度
紡
曲
開
業
要
項
比
較
書
」
中
の
第
三
比
較
は
、
彼
我
勢
銀

絶
針
額
並
び
に
棉
花
百
封
皮
債
値
の
比
較
を
含
ん
で
ゐ
旬
。

『
此
比
柏
駅
に
擦
れ
ば
我
工
費
は
彼
白
最
下
貼
上
り
も
下
位
に
居
り

棉
花
償
値
に
至
っ
て
佐
我
輩
棉
は
高
煩
た
る
を
以
て
論

や
る
ま
で
も
友
〈
J

支
那
棉
を
以
て
す
る
も
印
度
棉
を
使
用
す
る
も
均

L
〈
運
賃
を
要
す
る
が
故
に
皆
貢
買
相
揚
よ
り
も
高
〈
、
卒
均

勧機用報6掠
聯合紡績月報'4韓、明治23年6月
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印 日

、、

度 本

主 男 女 男 ヱ
p回四-人二六F司、 r八凡-λ四四ー、

賃

四。 ケ

凶 六八O詑
国 下a 分月

ヨ ヨ . .. 
リ 9 

印支日
中 上

度棉花 那花棉 本花棉
棉

瞳 華 花

百

封

O 一
四三六 度

(等上五三九y、
五・ 三・ 七月・健

i買
I 0 八銭 使 i

)七
四 五. 

石

炭

ブL 主自

値噛慣
四 }六

O ブ".• 

割農合石費工費割すに
割 剖

分 分
豆五

厘 厩 る

十
四
国
九
十
五
銭
入
厘
三
に
し
て

彼
は
十
一
国
九
十
九
銭
の
懸
隔
を

た
ず
。
!
』
圏
内
市
揚
を
安
岡

た
ら
し
む
る
た
め
に
も
、
は
た
ま

た
園
内
市
揚
へ
進
出
す
る
た
め
に

も
何
ら
か
白
『
保
議
』
を
必
要
正
し

た
と
と
は
容
易
に
理
解
出
来
る
。

己
主
に
於
亡
人
は
蛍
然
に
濁
趨
流

白
保
護
関
税
乃
至
育
成
闘
稔
を
想
起
す
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
日
本
に
は
さ
う
云
っ
た
保
件
が
快
け
て
ゐ
た
。
濁
遜
流
の
保
議
踊
税

を
設
定
す
る
た
め
の
閥
税
自
主
植
を
日
本
は
快
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
嘉
永
七
年
D
.へル

F
来
航
と
共
に
わ
が
園
は
修
好
保
約
を
結

ぶ
ペ
く
鈴
儀
左
く
さ
れ
た
。
尤
も
己
の
僚
約
に
は
通
商
に
闘
す
る
規
定
が
含
ま
れ
て
居
ら
や
、
安
政
五
年
英
米
悌
露
蘭
の
五
ヶ
固
と

の
問
K
結
ぼ
れ
た
安
政
保
約
に
よ
っ

τ初
め
て
関
税
が
問
題
と
左
っ
た
の
で
あ
る
が
、
モ
れ
は
片
務
的
た
も
り
で
あ
っ
た
。
即
ち
外

固
か
ら
日
本
へ
の
輪
出
入
口
問
中
食
料
品
ー
・
夏
・
木
材
・
蒸
気
〉
機
械
・
亜
鉛
・
鉛
等
の
必
需
品
は
議
五
分
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
等
醐

四
時
好
投
種
=
一
割
五
分
、
そ
白
他
白
諸
物
品
は
重
一
割
以
上
嘉
を
苧
べ
か
ら
ざ
み
と
と
が
、
領
事
裁
判
構
D
承
認
と
共
聞

に
b
が
園
へ
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

頁
ら
に
慶
隠
元
年
に
ほ
同
巴
〈
瓦
ケ
園
代
表
と
『
轍
問
、
機
入
。
諸
品
都
て
慣
五
分
自
謹
上
繍珊

を
基
本
と
し
て
、

右
謹
上
目
録
を
猶
強
悲
く
改
む
べ
き
』
己
と
を
約
し
、

翌
二
年
に
は
こ
れ
が
江
戸
改
税
約
書
と
し
て
調
印
さ
れ

9) 

相
本
綿
業
擁
立
期
の
貿
易
政
鏡

花
。
そ
の
後
明
治
維
新
と
共
に
絶
へ
宇
関
税
自
主
植
の
確
立
・
領
事
裁
判
槽
撤
慶
白
た
め
の
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
行
っ
た
が
、
何
れ

第
五
十
回
巻

七
七

三
一
玉
、

算

概



日
本
綿
業
確
立
期
目
貿
易
政
策

= 

六

第
五
十
四
巻

も
成
功
せ
や
、
日
本
経
済
は
江
戸
改
税
約
書
の
も
と
関
税
主
槽
友

ιに
産
業
革
命
を
推
行
L
左
け
れ
ば
な
ら
在
か
っ
た
の
で
あ
お
。

わ
が
岡
紡
績
業
が
締
糸
輸
入
閥
税
白
設
定
を
で
は
な
〈
、
反
封
K
棉
花
輪
入
関
税
の
撤
駿
宇
一
主
張
し
左
け
れ
ば
左
ら
た
か
っ
た
根
擦

第
三
競

七
丹、

拡
か
〈
し
て
理
解
す
る
己
と
が
出
来
干
ぅ
。
か
う
し
て
低
弊
銀
と
最
新
の
技
術
と
安
償
反
る
棉
花
と
に
よ
っ
て
わ
が
固
紡
績
業
は
園

内
市
場
主
守
ら
う
と
し
た
。
し
か
し
彼
等
は
更
ら

ιい
ま
一
つ
の
障
碍
に
遭
遇
し
た
け
れ
ば
左
ら
左
か
っ
た
。
そ
れ
は
綿
糸
轍
出
関

税
で
あ
る
。
農
村
に
於
け
る
完
全
た
資
本
主
義
化
白
快
如
は
わ
が
闘
の
闘
内
市
揚
を
極
め
て
狭
間
左
も
の
と
し
て
ゐ
た
し
、
更
ら
に

生
産
手
段
の
轍
入
が
不
可
依
で
あ
り
、
か
う
し
た
理
由
か
ら
紡
績
撲
は
確
立
の
蛍
初
か
ら
輪
山
州
産
業
で
左
け
れ
ば
友
ち
涯
か
っ
た
。

そ
し
て
輪
出
産
業
で
あ
る
た
め
に
は
総
慣
五
分
の
綿
糸
轍
間
関
税
が
械
慶
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
棉
花
輸
入
関
税
撤
廃
の
要
求

に
怯
聞
も
在
〈
綿
糸
輸
出
関
税
撤
肢
の
要
求
が
附
加
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

棉
花
輪
λ
・
綿
糸
轍
出
関
税
撤
康
に
闘
す
る
請
願
書

棉
花
輪
λ
閲
税
の
撤
駿
は
紡
績
業
の
勃
興
を
劃
す
る
明
治
一
十
一
年
よ
り
既
に
問
題
と
友
っ
て
ゐ
た
が
、
営
初
の
要
求
は
政
府
に

於
て
も
取
上
げ
ら
れ
や
、
明
治
二
十
三
年
の
恐
慌
期
に
於
て
再
燃
し
た
。
帥
ち
同
年
五
月
東
京
に
於
て
開
か
れ
た
聯
合
曾
定
期
綿
舎

で
議
決
さ
れ
翌
六
月
十
四
日
大
阪
紡
山
澄
丈
夫
、
錆
紡
駒
井
英
太
郎
、
尾
張
紡
岡
田
令
高
三
氏
の
名
を
以
て
v

輸
入
棉
税
免
除
再
願

の
議
が
農
商
務
大
臣
陸
奥
宗
光
の
手
許
に
ま
で
提
出
せ
ら
れ
た
の
で
あ
司
令
「
輸
入
棉
税
鏑
売
請
願
書
」
と
題
す
る
己
白
文
章
は
や
I
L

長
い
も
白
で
あ
る
が
、
そ
の
犬
意
を
己
与
に
引
用
し
て
骨
か
う
。

本
邦
棉
業
柿
績
之
業
は
明
治
サ
年
之
前
後
に
於
で
噌
錘
又
は
新
設
等
頻
に
帯
加
致
し
現
Aay
其
回
数
=
一
七
宜
紡
錘
遁
計
三
十
一
一
一
寓
三
一
千
四
十
本
の
多
き

に至
p
其
原
料
に
要
す
る
棉
は
一
ヶ
月
八
宵
二
十
四
寓
三
千
七
百
四
+
貫
止
さ
愚
し
其
大
約
八
分
割
六
百
五
十
丸
高
四
千
丸
冒
九
十
二
貿
柄
後
四
額
は
支

川島信太郎守本邦通商政策侍約史概論、昭和16年
絹川雲峰 前掲龍五巻事照
職合紡績月報'4鶴、明治23年
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那
又
は
印
度
白
庫
棉
を
購
求
し
て
之
に
兎
つ
べ
き
に
付
而
者
印
度
之
儀
は
品
製
糸
腕
謂
孟
買
糸
な
る
者
近
年
輪
入
潮
究
噌
加
し
業
般
に
我
製
糸
と
競
争

志
勢
を
持
し
候
に
付
其
紡
績
業
由
貿
際
を
探
悉
し
併
せ
て
棉
花
買
入
白
便
宜
を
も
取
調
可
申
筋
め
昨
年
六
月
外
務
大
臣
へ
菓
請
し
特
別
之
骨
詮
議
を
此

て
官
吏
一
名
彼
地
へ
祇
遺
之
儀
を
允
准
せ
ら
れ
候
に
骨
本
曾
よ
り
も
概
員
同
行
し
其
配
調
を
錫
し
候
顛
末
は
別
珊
報
骨
量
『
之
語
忙
而
倫
此
報
告
応
擦
り

彼
我
紡
績
業
才
4
押
央
を
比
較
致
候
揖
別
紙
之
遁
に
有
之
其
得
失
自
ら
趣
を
障
に
世
保
得
共
要
之
彼
自
販
路
を
本
邦
に
横
聾
量
候
賃
跡
は
其
諸
種
目
統
計

上
に
耀
揖
致
し
比
上
彼
一
切
遇
し
て
工
程
を
振
起

L
工
費
税
簡
略

L
糸
慣
を
低
械
し
て
益
麓
争
致
候
時
は
我
紡
績
業
は
何
程
調
普
致
候
共
其
原
料
に
於
て

被
に
一
穂
在
職
し
候
而
巳
な
ら
ず
、
其
原
料
輸
入
之
匙
に
横
た
は
り
候
棉
花
輸
入
視
な
る
者
有
之
其
車
繰
楠
官
斤
に
付
一
ニ
拾
九
銭
凡
嵐
(
従
量
揖
)
寅
棉
は

世
領
積
に
付
偶
に
従
量
説
に
換
算
し
百
斤
に
付
凡
=
一
拾
五
銭
に
常

p
候
に
甘
遺
〈
原
料
主
役
地
よ
り
購
求
致
候
上
一
度
我
翫
開
を
極
遇
す
れ
ば
窓
ち
其

慣
格
を
唱
し
其
製
糸
由
原
慣
は
到
底
彼
自
如
き
偶
債
な
る
を
得
ナ
掠
る
に
彊
て
競
争
を
銭

L
候
而
は
寛
に
得
生
相
償
は
さ
る
に
障
し
可
申
恩
て
謹
陪
至

田
候
時
は
痛
歎
摘
梯
陀
不
堪
候
抑
困
家
興
利
之
計
は
天
産
物
を
改
遣
し
て
人
遺
品
と
な
し
倫
誰
て
粗
貨
を
精
貨
に
化
L
以
て
其
慣
位
を
長
謹
ず
る
を
要
/

す
ペ
告
は
今
夏
陳
油
仕
候
迄
も
無
之
檀
済
之
大
理
に
候
得
共
前
現
之
加
〈
棉
花
輸
入
租
を
L
で
我
紡
績
業
の
設
建
を
抑
L
其
競
争
に
耐
へ
き
ら
し
む
る

に
里

m候
而
口
恐
〈
は
首
相
此
観
点
句
制
定
せ
ら
れ
候
政
宮
に
背
き
栴
而
巳
な
ら
ず
此
輯
は
万
九
我
柑
積
業
及
楠
布
業
に
封
ず
る
一
大
書
物
に
し
で
根
拠

棉
布
等
之
輸
入
を
宥
加
せ
し
む
へ
き
媒
舟
物
と
可
申
も
調
書
に
無
之
車
存
憤
試
に
昨
骨
三
年
に
於
る
棉
糸
棉
花
棉
蟻
鞠
事
韓
雪
山
之
争
額
現
温
計
す
れ
ば

貨
に
二
千
二
百
六
十
九
寓
八
千
百
八
十
六
圃
之
E
額
を
成
し
此
内
王
百
六
十
五
寓
八
千
八
百
一
一
一
十
八
圃
は
輯
棉
生
棉
之
慣
合
に
悟
り
六
百
二
十
三
高
四

千
六
百
二
十
七
簡
は
孟
買
糸
之
慣
金
に
係
り
乃
孟
買
来
之
金
額
は
純
額
百
分
自
情
六
・
凹
を
占
品
院
に
付
此
五
額
に
代
ゆ
る
に
我
製
品
を
以
て
す
る
時

は
此
孟
買
品
目
金
額
を
抽
ピ
冊
目
棉
花
の
項
に
於
て
其
原
料
に
要
す
る
分
周
孟
買
糸
債
の
四
分
自
=
一
、
回
百
六
十
七
高
五
千
九
百
七
十
圃
俸
を
帯
し
差

引
百
五
十
五
寓
八
千
六
宵
五
十
七
圃
像
我
品
質
四
輪
出
時
ナ
へ
き
に
付
闇
家
え
大
経
博
に
於
て
利
益
之
著
大
な
る
昭
然
掩
ふ
へ
か
ら
す
加
之
我
紡
績
業

に
し
て
此
骨
宜
を
得
候
上
は
延
て
他
の
棉
布
の
轍
入
額
を
も
漸
夫
悼

9
す
べ
き
様
勉
励
致
L
候
儀
は
是
ホ
常
業
者
自
責
任
た
る
と
と
請
を
侠
た
さ
る
事

と
奉
存
候
問
仰
願
〈
は
此
事
情
を
御
桐
察
担
下
棉
花
輪
入
積
一
切
御
調
克
相
成
粧
榛
非
常
之
御
庭
園
帆
被
成
下
慶
此
政
章
願
候
也

か
h
る
請
願
書
が
提
出
せ
ら
れ
た
た
め
、
農
商
務
省
K
於
で
ほ
種
々
一
論
議
の
結
果
、
三
隼
技
師
平
司
義
美
氏
を
犬
阪
共
他
の
品
川
方

に
派
遣
し
て
、
親
し
〈
紡
績
業
者
に
つ
き
諮
問
せ
し
め
る
と
と
と
た
り
、
同
氏
は
九
月
上
旬
大
阪
へ
下
り
府
下
白
主
だ
っ
た
紡
績
業

者
一
を
招
い
て
諮
問
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
同
氏
は
棉
花
輪
入
税
撤
廃
に
掛
し
攻
の
如
き
三
つ
白
現
由
に
よ
っ
て
反
勤
意

見
を
い
だ
い
た
も
D
の
や
う
で
あ
る

d

d除

日
本
締
業
確
立
期
の
貿
易
政
策

第
五
十
四
巻

七

第
=
一
説

.b 
プL

聯合勧績月報17説、明治23年9月3) 



日
本
細
業
確
立
期
由
貿
易
政

倒倫

第
五
十
四
巻

= 

"、

第
=
一
説

戸、
O 

(
傍
}
)
本
邦
白
柿
作
に
影
響
を
及
ぼ
ナ
ペ
き
こ
と

(
第
一
一
)
韓
入
税
を
克

f
る
が
鑓
め
に
外
国
締
最
白
轍
凡
を
防
唱
唱
し
能
は
ぎ
る
こ
と

(
第
三
)
本
邦
棉
作
者
白
耽
利
は
紡
績
業
者
白
肱
利
に
及
ぼ
ぎ
る
こ
と
遠
〈
、
故
に
韓
入
棉
積
を
鹿
L
一
ヶ
年
二
十
寓
聞
儲
白
保
護
を
紡
績
業
者
に
奥
ふ
る

と
き
は
、
本
邦
棉
作
者
に
毎
年
三
十
七
高
圃
白
一
調
央
E
蒙
b
L
む
る
白
事
貨
を
生
ず
べ
き
理
あ
る
を
以
て
大
に
事
白
順
序
を
謀
れ
る
両
巳
な
ら
f

岡
京
経
済
白
趣
旨
に
蓮
ふ
も
の
な
り

平
賀
農
商
務
技
師
の
見
解
は
直
ち
に
同
盟
各
枇
巨
儒
へ
ら
れ
、
同
盟
は
夏
ら
に
紡
績
議
者
白
主
張
を
強
固
な
ら
し
め
る
た
め
に
、

の各
聯枇

喜善
月1i:'
報命
はじ
ヨて
旬慌ゐ

桶そ
税且

fE嵩
開務
に怯

堕碕
' 由
る 反
世剖-

EE i言
と見，

し表
て明
突は
D 
や相

42 
著書
掲の
~也、

てを
ゐ痛
るめ
。た

『や
近う

香て
上明
諾 I古
新二
聞十
四

上年
陀十
職月

入
棉
税
免
除
の
件
は
嘗
業
者

X
り
熱
心
巨
請
願
し
居
る
に
も
拘
ら
守
、
政
府
白
之

K
謝
す
る
方
針
は
許
可
せ
ざ
る
に
あ
り
と
記
載
す

る
も
の
あ
り
と
難
也
、
今
確
在
る
所
よ
り
聞
く
に
政
府
に
於
て
も
決
し
て
右
織
の
方
針
主
公
示
し
た
る
も
の
に
非
歩
、
目
下
我
紡
績

業
白
書
宜
調
査
中
に
あ
り
且
つ
我
請
願
委
員
に
於
て
も
未
だ
迫
撃
は
差
出
し
居
ら
高
日
来
同
業
者
の
意
見
に
擦
り
右
願
書
世
間

襲
警
に
し
て
不
日
掠
雪
普
及
ペ
喜
な
れ
ば
、
重
藷
君
は
世
論
に
迷
は
さ
れ
落
騰
す
る
に
及
ば
ざ
る
事
と
思
は
る
よ
桝

h
。
』
か
〈
じ
て
十
f

一
月
提
出
白
蓮
び
に
至
ワ
た
も
D
が
『
轍
入
棉
花
税
鏑
売
之
儀
陀
付
遁
厨
』
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
前
記
平
賀
氏
等

F

ゅ

抽

輔

揖
g
z
 

の
反
針
意
見
に
劃
す
る
反
駁
で
あ
っ
て
、
己
L
に
開
設
す
る
ほ
と
白
必
要
を
見
な
い
。

J

J

報
報

民
川
白
川

績
績

紡
勧

告
音

駒
郡

紡
績
聯
命
曾
は
同
巳
〈
十
一
月
白
臨
時
綿
曾
に
於
て
締
糸
針
支
轍
出
D
方
針
を
決
定
し
た
が
、
轍
品
関
税
の
現
存
す
る
あ
り
、
己

aa
に
於
て
棉
花
轍
入
閥
税
撤
慶
と
併
行
し
て
締
糸
輪
出
関
税
D
徹
底
を
も
要
求
す
る
己
と
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
四
年
一
月
廿
二
日

紡
聯
理
事
岡
田
令
高
氏
に
よ
っ
て
提
出
せ
ら
れ
た
『
綿
糸
輸
出
胸
税
免
除
請
願
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
倹
り
に
長
丈
一
志
己
の
請
願
書
の
内

容
を
全
般
に
亙
っ
て
引
用
す
る
己
と
は
避
け
左
け
れ
ば
左
ら
・
な
い
が
、
大
悟
白
文
意
を
停
へ
る
だ
け
の
引
用
は
必
要
で
あ
ら

h
e

4) 
5) 



、

紬
糸
由
人
生
紙
〈
へ
か
ら
さ
る
畠
須
品
に
し
て
其
需
要
消
費
由
勝
働
条
首
る
は
喋
々

E
柏
崎
た
ず
し
て
明
な
P
英
国
岡
且
印
度
伸
h
h
於
て
師
績
事
業
百
隆
盛
を

極
争
印
度
目
却
き
向
埠
年
帯
設
披
張
主
且
る
に
歪
ら
ん
と
ナ
る
も
偶
輯
に
あ
ら
さ
る
へ
じ
政
府
夙
に
陥
に
見
苔
所
あ
ら
せ
ら
れ
轟
に
英
園
よ
P
紡
績
槽

械
主
購
入
し
て
之

E
局
間
有
志
に
授
け
百
方
描
韻
事
業
自
創
立
主
御
挺
幽
島
、
b
せ
ら
恥
た
れ
は
民
間
事
業
者
』
設
業
を
創
立
す
る
白
一
圃
盆
た
る
乞
了
却

し
大
に
委
主
榔
ち
計
壷
せ
る
厨
あ
P
た
る

E
以
て
近
年
紡
績
曾
批
陸
続
興
起
ナ
る
に
豆
恥
P
+
明
治
廿
一
年
以
降
金
岡
踊
績
断

2
4場
致
瓦
撞
輔
鍾
歎

を

見

る

に

左

の

加

し

司

年

安

サ
一
年
十
二

H

骨
二
年
+
二
月

廿
三
年
十
一
月

、

運
輸
舗
数

一
O
回
大
=
一
六

二
C
C
王

A
四

二
四
七
六
一
二

、

l
中

時

l

+
本
邦
紡
損
事
業
急
激
宥
加
。
結
果
と
升
園
綿
糸
白
韓
入
と
相
待
ち
て
供
揖
其
度
を
山
首
し
綿
鞠
白
供
給
遁
に
其
需
要
に
超
過
し
窓
に
販
路
白
塞
塞
を
告

げ
移
多
白
絹
糸
各
社
白
庫
中
に
堆
積
す
る
に
車
る
も
事
庄
む
を
得
古
る
の
情
勢
な
P
今
試
に
本
邦
輔
布
。
一
帯
期
商
を
案
ず
る

k
人
口
四
干
高
λ
此
内
五

宵
寓
人
は
手
撚
也
市
在
以
で
其
需
要
に
供
ナ
る
も
田
主
し
差
引
三
千
五
百
寓
A
一
人
二
封
度
宇
の
綿
布
を
要
±
と
ぜ
ほ
其
高
無
慮
八
千
七
百
五
十
寓
斤
に

じ
て
之
を
締
糸
俵
数
に
換
算
す
る
と
き
は
二
十
一
高
凡
千
七
百
五
十
俵
ぬ
柑
首
ナ
是
れ
本
邦
人
一
少
年
の
消
費
高
と
す
之
に
謝
す
る
現
在
持
車
自
供
給

高
は
左
白
如
し

世
一
糸
暢
入
高
(
廿
一
年
廿
二
年
平
均
)
六
寓
三
百
八
十
八
健
像
、

英

糸

片

向

上

)

五

高

一

-

千

四

百

半

六

俵

儀

金
巾
絹
紬
軸
物
同
{
同
上
)
岡
高
三
千
怯

(
此
綿
織
物
柄
数
七
千
盲
人
主
十
二
高
王
手
痛
ま
五
十
碕
に
付
平
均
十
ニ
英
片
に
蒐
積
割
以
綿
糸
に
換
算
せ
り
)

本
邦
酎
績
糸
川
品
川
三
年
一
月
よ
り
十
}
月
迄
白
製
餌
に
依
れ
9
)
丸
寓
凡
千
三
百
八
寺
田
俵

手
撚
糸
【
計
算
外
に
置
f

)

1

計

二

十

五

高

四

千

百

八

十

八

俵

僚

繰
る
に
本
邦
紡
償
譲
輯
詩
噛
設
全
機
運
輸
四
期
に
耳
、
b
は
其
睡
敏
三
十
八
高
本
に
遣
し
一
本
一
壷
夜
八
十
鬼
の
製
領
主
オ
る
も
一
ヶ
年
倫
廿
菌
俵
前
後

工
場
敷

一一

O
一一一】一

二
六

日
本
細
業
櫨
立
期
白
貿
易
政
策

嬉
五
十
四
巻

コ

丸

第
= 
銃

F、



l寸

日
本
輔
業
確
立
期
白
貿
易
政
策

O 

第
五
十
四
巻

第
三
践

に
聾
す
る
態
省
に
非
す
然
る
時
は
前
間
帯
用
白
金
額
に
超
過
ナ
る
事
買
に
+
三
蔵
俵
前
後
陪
し
て
供
給
巴
に
其
度
を
失
ナ
曲
誌
の
困
欝
想
ふ
」

L
況
や

一
一
朝
商
担
不
振
に
際
せ
は
管
業
の
困
韓
買
に
者
献
す
へ
か
ら
す
現
今
簡
績
業
の
困
難
は
恰
も
前
金
の
団
理
観
た
る
も
の
申
如
し
敢
に
設
業
目
下
白
愈
務
は

本

邦

締

車

外

岡

輪

阪

自

償

援

を

謀

る

に

可

有

之

と

車

存

候

|

中

時

i

本
邦
紡
績
業
白
貸
出
前
越

ω
如
〈
巴
に
僻
需
の
度
在
失
L
向
地
既
賓
の
布
債
は
漸
次
低
務
自
一
方
と
な
り
替
業
の
困
酷
宋
骨
有
の
次
第
に
立
至
夢
て
本

邦
紡
績
者
昨
年
十
一
月
山
市
大
限
此
於
一
て
臨
時
都
合
官
を
陶
‘
昔
、
困
難
救
済
白
事
を
審
議

L
輯
入
外
岡
輔
最
防
逼
同
図
版
貰
法
の
改
良
を
も
議
決
せ

L
外
主

と

し

て

満

場

一

致

を

以

~

て

荷

困

輪

腹

自

遣

を

議

決

し

た

る

次

第

に

醐

座

候

|

中

時

|

て

額
年
本
邦
紡
績
業
空
費
遣
に
随
ひ
内
地
産
白
原
棉
白
品
を
以
て
原
料
に
併
せ
ん
主
ず
る
に
巳
に
業
に

E
幸
四
世
乏
を
告
げ
定
衰
の
如
〈
明
治
L
T

五
年
以

}
降
年
々
輸
入
棉
花
の
一
割
を
噌
加
す
高
に
歪
れ

P
1表
時

右
目
肉
印
度
米
国
産
棉
も
有
之
韓
共
其
額
た
る
や
僅
々
一
一
一
骨
に
止
ま
り
儀
は
悉
〈
椅
闘
串
院
に
有
之
是
れ
之
を
印
度
及
英
園
9
ゲ
ア

7
3
ル
港
米
園
等

よ
り
韓
入
す
る
と
情
園
よ
P
轍
λ
す
る
と
は
航
路
白
蓮
涯
に
依

n'
運
賃
白
勘
に
鈴
で
巳
に
非
常
の
差
蓮
占
有
之
故
に
持
事
も
益
々
荷
園
産
楠
を
輸
入
す
る

の
朝
盆
た
る
は
疑
な
き
事
に
有
之
而
じ
て
其
構
図
一
輪
永
の
産
楠
を
以
て
製
品
と
な
し
以
で
同
園
に
輪
出
す
る
に
於
で
は
ヱ
銀
を
内
地
に
肱
む
る
を
特
円

〈
是
れ
被
我
貿
易
上
自
利
益
に
し
て
其
結
果
邦
家
四
利
盤
と
相
成
邦
家
経
済
上
に
於
て
甚
た
得
策
た
る
へ
き
事
と
信
用
罷
定
候
散
に
政
府
に
於
か
せ
ら

れ
て
も
営
業
者
を
保
護
す
る
と
同
時
に
貿
易
上
回
利
益
を
保
護
語
捗
あ

5
せ
亙
る
誌
の
掛
且
込
を
以
て
何
卒
輪
出
闘
租
克
酷
被
成
降
度
営
業
者
一
同
請
、

商
仕
る
義
に
有
之
候
然
る
に
於
て
は
営
業
者
は
愈
々
一
量
協
力
濫
買
を
な
し
で
漁
夫
由
利
と
相
成
る
』
加
き
事
も
誓
て
不
仕
永
〈
輸
出
品
D

一
・
と
し
て

御
園
盛
と
相
成
候
稜
努
力
可
仕
樟
問
願
書
御
採
用
語
備
に
憲
懇
願
候

明
治
二
十
三
年
の
恐
慌
に
直
面
し
て
確
立
営
初
白
紡
績
業
が
圏
内
市
揚
の
狭
障
に
如
何
に
頭
を
悩
ま
し
た
か
が
手
に
取
る
や
う
で

あ
る
。
明
治
二
十
年
を
中
心
ム
」
す
る
工
揚
の
増
設
増
錘
に
も
拘
ら
守
、
未
だ
家
父
長
的
農
家
経
替
白
手
に
た
る
手
線
糸
の
多
数
存
在

す
る
あ
り
、
況
し
て
安
債
投
棉
花
を
原
料
と
す
る
芙
竺
糸
の
流
入
が
あ
っ
て
み
れ
ば
、

b
が
園
紡
績
業
は
燥
で
も
そ
の
販
路
を
海
外

に
求
め
ね
ば
た
ち
在
か
っ
た
。
そ
し
て
毛
れ
己
そ
他
友
ち
ぬ
朝
鮮
支
那
市
場
だ
う
た
の
で
島
る
。
右
引
用
中
に
於
て
は
省
略
し
た
け

L

れ

E
も
支
那
市
場
に
於
け
る
相
場
を
精
密
に
調
費
す
る
と
と
に
止
り

H
本
紡
績
業
者
は
如
何

K
輪
開
関
税
の
撤
廃
を
希
求
し
た
己
と

^ 

由連。
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運
動
の
経
過
と
そ
の
勝
利

一
同
請
願
菩
提
出
後
運
動
は
引
積
雪
執
劫
に
続
け
ら
れ
て
行
っ
た
。
日
本
版
自
由
貿
易
論
者
田
口
卯
吉
氏
を
招
い
て
『
輪
出
税
金
陵

せ
ざ
る
べ
か
ら
や
』
と
題
す
る
講
演
を
た
き
し
め
売
も
の
が
、
明
治
三
十
四
年
一
一
一
月
二
十
五
日
殻
行
の
聯
合
紡
績
月
報
に
掲
げ
ら
れ

て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
は
鋼
れ
友
い
己
と
に
し
ゃ
う
。
そ
白
後
入
月
白
同
紙
院
は
『
大
阪
紡
績
舎
祉
に
て
左
二
十
手
五
梱
を
去
る
」
ニ
十

白
神
戸
出
帆
の
尾
張
丸
に
積
込
み
毘
門
日
本
部
般
舎
枇
代
理
底
ピ

1
グ

1
セ

y
商
枇
へ
向
け
輸
出
せ
し
が
之
れ
ぞ
内
園
産
の
綿
糸
を

同
地
へ
轍
同
せ
し
晴
矢
と
ち
o
』
と
あ
る
が
、
漸
々
待
望
白
海
外
輸
出
も
始
ま
り
、
輪
出
関
税
。
撤
廃
は
切
寅
な
も
白
と
在
っ
て
行
っ

た
ら
し
い
。
十
一
月
一
一
十
六
百
臨
時
聯
合
舎
が
帝
岡
ホ
テ
ル
に
於
て
開
催
さ
れ
左
白
如
曹
議
決
を
行
っ
て
ゐ
可
制
。

一
、
帝
困
議
官
隊
骨
中
は
臨
時
聯
合
曹
を
東
京
町
聞
き
置
f
事

一
、
地
方
同
盟
脅
員
中
よ

m一
庄
京
委
員
四
名
を
撰
定
し

r
拘
陪
東
京
在
住
白
委
員
三
者
と
共
民
詩
廟
事
裁
を
専
任
す
る
事

か
う
し
て
運
動
は
漸
〈
議
舎
運
動
に
ま
で
高
ま
っ
て
行
っ
た
、
の
で
あ
る
。
そ
白
間
に
も
十
二
月
二
回
附
報
知
新
聞
、
七
日
附
日
本
新

聞
、
千
五
日
附
図
民
新
聞
白
賛
成
論
文
民
励
ま
さ
れ
た
り
、
東
京
商
ヱ
舎
議
所
に
於
貯
右
浦
揚
一
設
の
賛
同
を
得
た
り
す
る
こ
と
が

あ
う
て
愈
々
二
十
五
日
に
は
貴
豪
雨
院
へ
請
願
書
提
出
白
蓮
ぴ
に
至
っ
た
。
第
二
議
舎
は
同
夜
衆
議
院
解
散
と
た
り
、
法
律
案
と
L

て
の
提
聞
は
第
三
議
曾
K
ま
で
延
期
さ
れ
十
血
ば
た
ち
友
か
っ
た
。
第
=
一
議
舎
に
至
り
明
治
二
十
五
年
六
月
八
日
法
律
案
と
し
て
提
出

せ
ら
れ
、
同
十
三
日
の
議
事
円
程
K
上
つ
で
ゐ
た
が
、
議
事
輔
鞍
白
た
め
終
に
議
決
さ
れ
る
に
至
ら
た
か
っ
た
。
第
四
歳
舎
に
於
て

先
づ
綿
花
轍
入
闘
殺
が
加
藤
政
之
助
・
浮
回
桂
道
雨
君
民
よ
っ
て
提
出
さ
れ
、
後
に
自
由
業
主
り
も
別
個
院
提
案
が
た
さ
れ
た
。
明

治
ご
十
六
年
二
月
の
大
日
本
締
糸
紡
風
間
業
合
報
告
は
同
議
舎
の
議
事
を
挟
む
や
う
に
弘
ピ
げ
て
ゐ
る
。

日
本
軸
刷
業
確
立
期
由
貿
易
政
策

『
岳
人
の
日
日
千
秋
の
思

九
三

勢
手
十
回
巷

一
ー
一
警
錦

〆

聯合紡績月報、 23続、明治叫年311
紡織H報z班、明治24年8月
前織月報5娘、明暗叫年四月'0日
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日
本
棉
業
確
立
期
目
貿
易
政
策

第
五
十
四
巻

ー
一一‘
傍

観

町
内
回

を
岨
摘
し
共
通
過
を
待
ち
つ
ミ
あ
り
L
棉
花
輸
入
税
免
除
法
律
案
は
愈
守
本
月
二
十
日
衆
議
員
を
通
過
し
直
ち
に
寅
族
院
に
迭
建
せ

り
。
抑
も
同
業
は
巴
に
昨
年
十
二
月
十
九
日
を
以
て
特
別
委
員
曾
に
於

τ可
決
し
爾
後
本
月
に
入
り
プ
月
九
日
開
曾
以
来
毎
日
引
績

窒
議
事
目
程
に
上
り
た
る
も
多
議
案
。
矯
め
議
す
る
に
至
ら
中
、
漸
〈
本
月
十
六
日
に
至
4J
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
曾
可
決
白
報
昔

あ
担
、
一
二
白
一
民
針
あ
り
た
る
も
賛
成
者
多
数
に
て
第
二
讃
舎
を
開
く
忙
決
し
、
去
二
十
日
目
議
事
日
程
第
二

k
t
第
二
諌
舎
を
開

き
L
に
一
-
一
の
反
動
者
あ
り
寸
た
る
が
結
局
出
席
者
組
員
百
七
十
四
名
の
内
賛
成
者
八
十
人
名
反
針
者
八
十
六
名
卸
ち
二
名
の
多
数
を

以
て
第
三
一
一
調
合
E
閥
f
k決
し
、
直
に
引
鰻
雪
第
三
讃
舎
を
聞
き
た
る
が
是
又
同
席
者
繍
員
二
百
三
名
白
内
賛
成
者
百
七
名
度
劉
者

九
十
六
名
即
ち
十
一
名
の
多
数
を
以
て
喜
一
〈
衆
議
員
を
通
過
せ
り
・
・
:
而
し
柁
衆
議
院
議
長
は
同
案
の
可
決
せ
ら
る
主
や
直
に
乙

を
貴
族
院
に
港
建
せ

h
。
』
同
貴
族
院
に
於
て
は
開
期
僅
少
に
し
て
迭
に
採
決
さ
れ
る
に
至
ら
た
か
っ
た
が
、

z
a
A
K
於

τ棉
花
輸
入

税
免
除
法
律
は
漸
く
勝
利
へ
の
曙
光
を
望
む
と
と
が
出
来
た
と
云
へ
や
ろ
。
締
糸
輸
出
関
税
に
つ
い
て
は
と
れ
よ
り
さ
き
二
十
五
年

十
三
月
二
十
二
日
貴
族
院
に
於
て
そ
の
菟
除
を
建
議
す
る
と
と
ろ
あ
り
、
一
一
十
六
年
第
五
帝
闘
議
舎
に
於
て
政
府
提
出
の
法
律
案
と

L
て
議
曾
に
提
出
さ
れ
官
。
棉
花
輪
入
闘
税
撤
廃
が
棉
作
農
民
と
闘
係
あ
る
た
め
種
々

D
反
艶
に
遭
遇
し
た
D
に
劃
し
、
棉
糸
輪
出

関
税
免
除
は
苫
し
た
る
反
針
た
く
し
て
衆
議
院
を
通
過
し
(
明
治
二
十
六
年
十
二
目
十
三
日
)
、
議
曾
解
散
白
た
め
第
五
議
舎
に
於
で
は

成
立
の
運
び
に
至
ち
た
か
っ
た
が
、
明
治
二
十
七
年
五
月
二
十
二
日
第
六
議
舎
に
於
け
号
政
府
提
出
法
律
案
と
し
て
先
づ
衆
議
院
を

‘
通
過
し
、
五
月
二
十
四
日
間
貴
族
院
を
も
通
過
し
、
己

aA
に
法
律
第
四
競
と
し
て
公
布
せ
ら
れ
る
K
至
つ
九
r

・

舛
圃

ι輸
出
す
る
綿
舟
ぽ
明
治
=
+
七
年
七
月
-
日
よ
り
意
間
続
壷
免
除
す
メ

綿
糸
輸
出
樹
税
撤
駿
へ
の
道
が
割
合
平
坦
で
あ
っ
た
の
に
謝
し
、
本
邦
綿
作
農
民
の
犠
牲
に
品
川
て
施
行
さ
る
べ
き
棉
花
輸
入
関
税

、

大日本棉来紡績同業官報等6腕、明治26年宮島
大日本帝閣議官誌第二巷参照
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発
険
は
そ
の
後
事
容
易
に
成
立
す
る
に
至
ら
宇
、
第
四
議
舎
で
開
期
切
迫
の
も
凡
め
握

H
潰
し
の
運
命
を
か
己
っ
た
あ
と
ぺ
更
ち
に
第

五
議
舎
に
中
野
武
轡
君
{
開
謹
講
)
栗
原
亮
一
ι
君
盲
由
説
)
に
よ
り
岨
世
襲
せ

ιれ
ね
ば
在
民
左
か
つ
も
凡
。
そ
り
頃
か
九
農
民
・
地
主
の
側

主
り
白
一
民
封
運
動
も
漸
〈
激
し
〈
、
明
治
一
一
十
六
年
十
二
月
白
犬
日
本
農
舎
報
台
は
‘
激
烈
左
口
調
で
紡
績
業
者
攻
撃
D
口
火
を
切

っ
て
ゐ
か
。
第
五
議
舎
解
散
後
吏
ら
に
第
六
議
舎
に
於

τも
栗
原
亮
一
一
芸
自
由
識
)
外
十
一
名
に
よ
っ
、
て
提
出
さ
れ
た
が
、
閉
議
舎

に
於
け
る
綿
糸
轍
山
間
関
税
兎
除
法
案

ω成
立
に
屯
拘
ら
守
、
同
法
の
成
立
は
更
b
に
延
期
せ
ら
れ
ね
ば
法
ち
友
か
っ
た
。
か
く
し
て

明
治
二
十
七
年
爪
年
白
日
清
戦
争
中
に
も
引
績
吉
岡
運
動
は
継
続
さ
れ
、
遂
に
成
立
の
建
ぴ
に
至
っ
た
り
は
明
治
三
十
九
年
D
第
九

議
舎
に
於
て
で
あ
る
。
己
の
第
九
議
曾
K
於
て
は
既
に
政
府
提
出
り
法
律
案
ー
と
し
て
提
出
す
る
ま
で
に
機
は
熟
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る

が
、
同
議
舎
に
於
砂
る
諸
質
問
は
、

ζ

の
築
の
成
立
に
至
る
温
程
が
必
ら
や
し
も
易
々
た
る
も
白
で
友
か
っ
た
己
と
を
物
語
る
も
白

と
じ
立
興
味
深
い
。
業
議
院
第
一
讃
合

K
於
て
は
先
づ
特
別
委
員
長
栗
原
亮
一
葉
按
壇
し
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
東
日
尾
卒
太
郎
君
登

噴
代
表
的
な
反
謝
意
見
を
開
陳
し
た
。
東
尾
君
は
先
づ
紡
鶴
業
の
後
遺
が
最
早
政
府
の
保
識
を
必
要
と
せ
や
と
の
論
旨
を
惑
ぺ
て
日

〈
『
抑
々
日
本
の
聯
品
目
一
紡
績
曾
枇
が
棉
花
輪
入
積
免
除
の
運
動
を
致
し
ま
し
た
の
は
、
明
治
二
十
二
年
で
ご
ざ
い
ま
す
、
明
治
二
十

二
年
に
闘
結
し
て
農
商
議
省
に
請
願
し
、
明
治
二
十
一
品
一
年
庇
帝
園
議
舎
陀
運
動
を
始
め
た
白
で
ご
ざ
い
ま
す
、
如
何
に
も
明
治
一
一
十

三
年
。
頃
に
は
、
紡
績
合
枇
の
教
も
少
〈
あ
り
、
僅
L
R

鍾
教
も
十
一
高
か
十
二
高
か
位
で
あ
っ
た
が
、
経
済
社
舎
の
恐
慌
よ
り
じ

τ

紡
績
曾
祉
が
非
常
に
困
難
の
時
で
ご
ざ
い
ま
ず
市
最
初
出
願
D
際
な
れ
ば
之
を
保
寵
す
る
必
要
も
あ
っ
た
か
と
考
へ
ま
す
が
、
今
自

紡
続
曾
枇
白
一
景
況
は
如
何
で
あ
り
ま
す
か
、
今
明
治
『
一
す
年
上

H
D
務
建
進
歩
の
程
度
を
簡
単

K
述
べ
て
見
ま
す
れ
ば
、
明
治
二
十

年
は
錘
数
が
僅
七
高
錦
、
二
十
一
一
年
に
は
十
宙
開
、
竺
十
一
二
年
忙
ほ
二
十
七
寓
、
三
十
五
年
が
ヨ
一
十
七
首
問
、
二
十
六
年
が
四
十
九
高
、

二
十
七
年
が
六
十
六
高
、
一
7
十
八
年
比
佐
九
十
八
高
、
殆
ん

E
百
禽
揺
に
垂
ん
と

L
て
居
り
ま
ず
、
僅

ι丸
筒
年
白
聞
で
十
四
僻
の

」
日
本
細
業
施
主
期
白
一
貫
工
易
政
策

第
五
十
四
巻

八
五

= 
一一

第

扇
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第

五

+

四

春
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一

埠

進
歩
主
レ
た
O
は
、
貨
に
長
大
田
進
歩
と
謂
は
友
抄
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
斯
白
如
〈
進
歩
を
錨
し
ま
し
た
結
果
と
し
て
)
輪
入
の
綿

糸
は
明
治
一
一
十
一
年
に
は
四
千
七
百
寓
圃
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
は
僅
一
冠
制
糸
の
一
み
千
斤
内
外
白
も
自
で
ご
ぎ
い
ま
す
、
新
白
如
、

〈
政
府
白
保
護
奨
励
を
せ
な
く
て
も
、
議
連
進
歩
し
つ
A
あ
る
も
の
に
封
し
て
、
今
日
何
白
必
要
が
あ
っ
て
政
府
は
此
菟
除
法
律
援

を
提
出
さ
れ
ま
し
た
か
、
吾
々
は
共
坦
由
を
解
す
る
と
と
が
由
来
圭
せ
向
。
』
更
ら
陀
樽
巴
て
東
尾
君
は
棉
作
保
護
由
急
務
を
説
い
て

「
そ
れ
で
抑
hm

我
圃
の
内
地
白
棉
作
の
景
況
は
如
何
で
あ
り
ま
す
る
か
、
今
日
此
輸
入
税
を
廃
さ
た
〈
て
も
非
常
托
表
類
の

日
本
輔
業
積
立
期
由
貿
易
政
策

= 

I!<I 

凡
占
ハ

ゐ
る
。

位
置
に
洗
愉
し
で
居
り
ま
す
、
二
十
年
に
は
・
下
高
町
、
二
十
二
年
に
は
九
寓
町
、
三
-
十
四
年
忙
は
λ
高
町
、
三
十
五
年
に
は
で
七
寓
町
J

二
十
八
年
に
は
六
高
町
現
在
は
僅
か
六
寓
町
に
減
巴
た
白
で
ご
ざ
い
ま
す
、
事
m
L今
日
の
勢
を
以
て
し
ま
す
れ
ば
、

一
箇
年
に
五
十

町
歩
宛
減
巴
ま
す
れ
ば
、
十
三
箇
年
に
し
て
到
底
日
本
の
棉
作
は
亡
械
に
蹄
す
る
止
考
へ
る
、
今
K
し
て
人
世
の
生
活
に
必
要
た
る

内
地
白
棉
作
を
顧
み
宇
し
て
、
徒
ら
に
是
等
白
一
械
を
減

T
Z云
ふ
己
と
は
、
国
家
の
長
計
で
あ
る
ま
い
と
信
じ
ま
す

b
z
Lと
わ

り
は
農
民
自
側
に
あ
る
の
で
あ
る
、
然
る
に
却
何
せ
ん
多
額
の
運
動
費
を
投
巴
で
宣
侍
す
る
紡
績
業
者
と
異
り
、
農
民
は
上
京
す
る

旗
費
に
も
己
と
か
〈
、
さ
う
東
尾
君
は
論
守
る
白
で
あ
る
。
『
此
紡
績
曾
祉
は
明
治
二
十
三
年
よ
り
三
十
三
年
に
引
時
聞
い
て
、
今
年

に
至
る
ま
で
、
激
高
圃
D
金
主
投
じ
宅
東
京
で
運
動
す
る
と
と
を
聞
き
ま
す
る
悲
し
い
か
た
之
に
針
し
て
農
民
は
貧
賎
に
し
で
歳
費

注
ぐ
、
運
動
す
る
に
力
左
く
、
若
し
運
動
す
る
も
の
は
勝
ち
、
謡
動
せ
血
者
は
負
け
る
と
一
五
ふ
己
と
に
た
り
ま
す
、
我
が
岡
民
を
如

何
せ
ん
貨
に
遺
憾
白
至
り
に
嘩
へ
ま
せ
島
東
尾
君
白
熱
心
た
る
反
劃
演
説
に
も
拘
ら
歩
、
同
法
案
は
多
数
を
以
て
第
一
議
舎
を
遇

措

L
、
抽
聞
い
て
第
二
第
三
積
曾
を
経
て
貴
族
院
に
送
附
せ
ら
れ
た
の
は
三
月
十
一
日
で
あ
っ
た
。
貴
族
院
に
於
け
る
反
艶
の
念
光
鋒

は
問
中
芳
男
君
で
あ
っ
た
。
田
中
芳
男
君
白
論
旨
も
前
記
衆
議
院
に
於
け
る
東
尾
君
の
そ
れ
と
大
差
な
ぐ
、
『
農
業
家
の
如
垂
も
D

は
唯
共
同
園
結
マ
す
る
乙
と
も
間
来
歩
地
方
々
々
に
固
着
し
℃
居
ワ
て
知
ら
宇
識
ら
中
英
の
影
響
を
蒙
っ
て
、
詰
り
畏
天
に
甥
泣
ず
る

. 

8) 大目7本帝園議骨誌第三巻
9) 大日牢帝園議官誌三巻

<0) 大日本帝園議官輯三巻
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一
方
は
共
同
圏
結
し
て
議
動
も
同
じ
く
し
て
居
る
吊

E
う
じ
て
も
一
方
の
勢
が
宜
し
い

よ
り
外
仕
方
が
た
い
と
云
品
境
界
に
陥
る
、

共
の
共
同
園
結
も
出
来
4
1
唯
美
天
に
試
し
や
や
う
な
者
主
助
く
る
人
は
夏
に
無
い
、
本
員
の
如
曹
は
是
等
の
畏
天
に
就
位
し
て
居
る

者
を
助
け
た
い
と
考
へ
て
居
り
ま
が
』
と
先
づ
農
民
の
無
力
に
同
情
を
寄
せ
、
吹
い
で
紡
績
業
が
最
早
保
護
主
必
要
と
せ
ね
ま
で
に

設
展
し
た
賠
に
つ
い
亡
鱒
読
し

τ
ゐ
る
。
唯
岡
中
君
に
於
て
や
与
具
る
黙
は
、
既
に
同
法
案
白
通
過
止
め
難
告
を
察
し
て
か

f
棉
花

櫓
入
閥
税
撤
底
後
他
白
方
法
に
よ
る
棉
作
奨
闘
に
つ
い
て
言
及
し
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
『
裏
賄
だ
け
に
設
し
ま
す
、
只
今
申
し
ま

す
る
通
の
八
寓
町
歩
も
有
り
ま
T
る
地
面

rど
れ
位
人
聞
が
有
る
か
と
云
ム

t
と
を
考
へ
て
見
て
も
分
晶
、
只
今
棉
作
自
み
を
し

τ

生
活
し
て
居
る
人
聞
を
品
開
ベ
て
見
ま
す
る
に
四
千
九
百
三
十
三
寓
九
千
四
百
五
十
人
間
宮
、
共
大
聞
が
ど
う
も
此
外
固
か
ら
綿
が
入

っ
た
以
上
は
吠
第
に
衰
微
し
て
零
落
し
て
し
ま
品
、
.
三
:
:
そ
れ
故
に
他
の
事
は
止
め
ま
し

τ本
員
の
望
む
所
在
述
べ
ま
す
る
と
勢

。
今
日
目
棉
花
輸
入
殺
の
菟
除
止
云
ふ
も
の
は
勢
の
あ
る
問
題
で
あ
り
ま
す
る
か
ら
若
も
是
が
通
過
致

L
た
な
ら
ば
、
そ
れ
に
代
る

所
の
方
法
を
何
か
一
円

J

欲
し
い
正
思
ひ
ま
す
、
そ
れ
は
即
ち
内
地
白
棉
作
を
奨
励
し
て
貰
ひ
た
い
一
・
・
:
我
岡
の
棉
作
白
ま
る
で
絶

え
た
い
や
う
に
致
し
た
い
、
此
絶
え
一
な
い
や
う
に
致
し
ま
す
る
に
は
内
地
に
棉
作
人
主
保
護
す
忍
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
寓
一

事
が
有
っ
た
時
に
内
地
に
少
し
じ
も
綿
の
無
い
主
主
乙
と
に
た
り
主
じ
た
註
ら
ば
人
民
は
警
官
官
む
と
云
さ
と
に
た
り
は
も
む

か
と
思
ひ
ま
す
る
か
ら
し
て
是
非
と
も
そ
れ
だ
け
白
事
は
吐
血
ぽ
た
ら
血
と
考
へ
ま
す
る
。
』
官
官
々
と
引
用
し
た
が
要
す
る
に
己
れ
ら

白
反
封
あ
っ
た
に
拘
ら
や
途
忙
第
一
一
積
舎
を
通
過
し
引
績
き
第
干
一
積
合
第
三
議
曾
は
ず
る
ず
る
と
趣
温
す
る
こ
と
色
た
り
、
明
治
三

十
〕
三
年
以
来
執
湖
に
逗
動
を
続
け
ら
れ
た
棉
花
轍
入
関
税
撤
陵
案
は
終
に
法
案
と
し
て
成
立
す
為
に
至
っ
た
。
時
に
明
治
三
十
九
年

月
二
十
六
日
。

外
国
よ
り
輸
入
す
吾
欄
布
陣
明
噛
=
+
丸
年
四
月

-aよ
H
2
薄
町
朝
晩
量
免
険
す

日
本
輔
業
確
立
期
目
貿
易
政
策

第
五
十
四
番

俸
= 
凱

，、
屯

=一↑一五

主目建国重富喜三室
11) 
12) 



骨
本
棉
業
確
立
期
由
貿
易
政
策

第
五
十
四
巻

六 • 
第

鵠

Jミ
、F、

ひ
と
で
は
と
白
運
動
陀
閥
聯

L
て
十
九
世
昂
相
自
初
葉
が
ち
一
モ
由
学
頃
の
英
固
に
生
趨
し
た
穀
物
僚
例
を
廻
る
諸
運
動
を
想
ひ
起
す
か

も
知
れ
た
い
。
穀
物
保
例
の
存
績
左
希
望
す
る
地
去
の
運
動
と
、
そ
の
撤
廃
を
要
求
す
る
膏
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ヂ
ー
の
運
動
と
が
火
花

を
散
ら
し
、
迭
に
後
者
白
勝
利
に
終
り
、
あ
白
華
や
か
法
自
由
貿
易
の
時
代
を
迎
叩
た
一
聯
白
出
来
事
は
、
経
済
撃
を
撃
点
者
に
と

う
で
常
に
友
っ
か
し
い
物
語
り
ー
と
し
て
喜
び
迎
べ
ら
れ
る
。
犬
日
本
農
舎
に
よ
る
地
主
白
側
と
新
興
紡
額
資
本
の
側
と
D
針
立
は
、

形
式
的
に
は
英
園
。
卦
立
と
類
似
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
本
質
は
益
〈
別
D
も
白
で
あ
っ
た
。
関
税
徹
底
に
よ
っ
て
わ
が
園
の
棉
作
は

漸
次
衰
退
し
て
行
っ
た
が
、
他
作
物
へ
の
樽
換
に
よ
っ
て
農
村
に
於
け
る
奮
生
産
土
壌
そ
の
も
の
は
持
績
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
り
・

紡
績
業
自
身
そ
の
農
村
か
ら
供
給
さ
れ
Z
低
曹
界
銀
に
よ
っ
て
そ
白
後
白
大
い
た
る
展
開
を
途
ザ
得
た
白
で
あ
る
。
関
税
自
主
権
た

し
に
行
は
れ
た
日
本
貿
易
政
策
の
特
熱
性
を
規
定
す
る
地
盤
は
そ
と
に
求
め
ら
れ
友
〈
で
は
た
ら
ぬ
。
，

さ
て
奮
生
産
土
壌
に
立
脚
す
る
日
本
棉
作
が
加
何
に
し
で
衰
退
し
て
行
っ
た
か
、
そ
白
聞
大
日
本
農
骨
に
よ
る
紡
債
費
本
ヘ
白
反
畢
は
却
何
な
る
も
回

で
あ
っ
た
か
、
輸
入
嗣
粧
の
一
被
鹿
後
白
井
棉
輪
入
が
如
何
な
る
構
椿
町
下
に
行
は
れ
た
か
等
由
一
聯
の
問
題
、
更
ち
に
運
動
奏
噛
後
四
納
品
輸
出
に
闘

す
る
問
題
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
掴
闘
い
?
の
槽
曾
に
寺
町
て
晶
た
い
。

(
附
記
V

本
文
を
草
す
る
に
営
っ
て
日
本
嗣
業
倶
東
部
の
貴
重
な
る
岡
書
白
閲
賢
を
許
さ
れ
た
絹
川
零
時
A

輔
の
御
軒
意
陀
深
謝
ナ
。




